
 

 

都市計画の原案の理由書  

 

１  種類 ・ 名称  

東京 都市 計 画高 度地 区  

（ 武 蔵 関 駅 周 辺 地 区地 区計 画 関連 ）  

 

２  理  由  

本地 区 は 、 練馬 区 の 南西 部 に位 置 し 、西 武 鉄道 新宿 線武 蔵 関

駅を 中心 と する 地区 であ り 、 駅 前 に 商店 街 が形 成さ れ、 そ の 周

辺に は良 好 な住 宅地 が広 が って いる 。  

地区 内 で は 、 西 武鉄 道新 宿 線 の 連続 立体 交 差事 業 や 関連 す る

側道 およ び 東京 都市 計画 道 路区 画街 路練 馬 区画 街路 第８ 号 線 の

整備 、東 京 都市 計画 道路 幹 線街 路補 助線 街 路第 ２３ ０ 号 線  以

下「 補助 ２ ３０ 号線 」 と い う。） およ び 東 京 都市 計画 道路 幹 線

街路 補助 線 街路 第 １ ３５ 号 線 以下 「補 助 １３ ５ 号 線」 と い

う。） の 整備 な ら びに 石神 井 川河 川改 修事 業 が進 めら れて い

る。  

（「 練 馬 区 都 市 計 画 マス ター プ ラン 」 で は、 本 地区 を 生 活拠 点

と位 置付 け 、交 通 の 利便 性 や安 全性 と、 買 物な どの 回遊 性 の 向

上を 目指 す こと とし てい る 。ま た「 武蔵 関 駅周 辺地 区 ま ち づく

り構 想」 で は、 鉄道 立体 化 にあ わせ た 安 全 ・快 適 な 道路 や 駅周

辺の 整備 の 推進 、駅 前空 間 や地 域資 源 を 活 かし た 賑 わい づ く

り、 石神 井 川 の うる おい や みど りの 豊か さ が感 じら れゆ と りあ

る安 全な 住 環境 の形 成を 目 指す こと とし て いる 。 加 えて 、「 東

京都 防災 都 市 づ くり 推進 計 画 」 にお いて 、 補助 ２３ ０ 号 線 は 一

般延 焼遮 断 帯、 補助 １３ ５ 号線 は 主 要延 焼 遮断 帯 に それ ぞ れ 位

置付 けら れ てい る。  

以上 のこ と から 、 都 市基 盤 整備 に伴 う駅 周 辺の 回遊 動線 の 整

備と あわ せ て、 土地 の有 効 利用 によ る 商 業 機能 の集 積 や 歩 いて

楽し める 安 全で 快適 な駅 前 空間 の 形 成、 補 助２ ３０ 号線 お よび

補助 １３ ５ 号線 の沿 道に ふ さわ しい 生活 利 便施 設 と 住宅 施 設 が

調和 した 中 高層 の土 地利 用 の誘 導 お よび 沿 道に おけ る 延 焼 遮断

帯の 形成 な らび に 石 神井 川 等 の 自然 環境 を 生か した みど り 豊 か

な街 並み と 安全 で快 適な 住 環境 の 形 成を 図 るた め、 地区 計 画 を



 

 

策定 する こ とと なっ た。  

この よう な 背景 を踏 まえ 、 市街 地環 境 と 土 地利 用上 の観 点 か

ら検 討し た 結果 、面 積約 ７ ．５ ヘク ター ル の区 域に つい て 高度

地区 を変 更 する もの であ る 。  


